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ダイヤモンドプリンセスでの感染と
換気設備

2020.9.16

大阪大学 梅田直哉
三菱造船 加藤秀総
大阪経済法科大学・大阪府立大学名誉教授 池田良穂

ダイヤモンドプリンセスの感染禍

3700名余りの乗客・乗員を乗せ、2020年1月20日に横浜から15泊の東南

アジアクルーズに出港。

6日目に香港で下船した乗客が、新コロナウィルスによる肺炎を発症したこ

とが判明。

クルーズ13日目の那覇寄港時にダイヤモンドプリンセスに連絡。

その後も船上ではそれまでと変わらぬサービスが続けられた。

最終港である日本の政府は危機感をもち、那覇での検疫を取り消し、全速

で横浜まで帰港して再検疫を受けることを指示。

2月3日の夜に横浜沖に到着し、症状のある乗客273名のウィルス検査

10人の感染が5日朝に判明した。

感染者を陸上の医療施設に移し、残りの乗客は船室隔離。

2週間にわたり、症状が出て感染が判明した乗客は順次陸上の病院に搬送

された。

隔離期間は新型コロナウィルスの潜伏期間の目安となっていた2週間。

隔離が終了した時点で621人の乗客の感染が判明した。
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隔離開始

計算担当:真鍋広平（大阪大学）

１．大型客船における空調システムの設計基準
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クリスタルハーモニー（飛鳥II)

２．クルーズ業界における空調システムの考え方
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２．クルーズ業界における空調システムの考え方









３．ダイアモンドプリンセスの概要
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４．空調システムの設計基準（1/2）

４．空調システムの設計基準（2/2）
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５．空調システムの設計思想

６．空調方式について



09/09/2020

8

８．空調システム系統図
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８．空調システム系統図
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９．ダイアモンドプリンセス 船内隔離の対応（懸案事項）

１０．ダイアモンドプリンセス 船内隔離の対応
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１１．ダイアモンドプリンセス 船内隔離の対応（実施例）
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クルーズ客船の新型コロナウィルス等感染防止についての提言

日本クルーズ＆フェリー学会・大阪大学海事戦略研究イニシアティブ
合同緊急検討作業グループ（梅田直哉、加藤秀総、竹田太樹、渡辺孝則、池田良穂）

１．現存船

A）船室が独立空調の場合（おおむね2010年以降の建造船
で主流として採用されているファンコイルユニット方式）

換気系統への配慮（要すれば、２項に準拠）の他、特段の

対策を要しない。

B）船室が独立空調でない場合

船内循環の排気リターンラインを遮断する方法のマニュ
アルを船内又は船社に常備すること。そして、船内に感染
者が出た場合には、感染者を船内病院併設病室に隔離
するとともに、すべての船室の排気リターンラインを船上
で乗員が速やかに遮断すること。
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２．新造船または改造船で安全性の付加価値を与える場合

１）ファンコイルユニット方式で船室の空調を独立させる。

２）船室入り口に、空気調節のための前室を設け、その両側の扉を気密かつイン
ターロック機能を持たせる。

３）圧力センサーを船室内に設ける（集中監視のため）。そして、感染者発生時には
吸排気口のHEPAフィルターを装備したバイパスラインを経由させる。

４）感染者が出た船室では、船室内の排気風量を増やすことにより陰圧とする。

５）非感染者の船室内では、船室内の新鮮空気量を増やすことにより陽圧とする。

６）感染者発生時の船内の給食は、前室内の棚での受け渡しとして、給食者と居室
者の接触を避ける。

 このレベルの客船は、今回のような大規模感染症蔓延期には、病院船としての
用船も可能となる。

１２．今後の展望（コロナウイルス対策）
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まとめ

 クルーズ客船における空調システムの変遷を概説するとともに、
2020年1月ー2月におけるダイヤモンドプリンセス船内での新型
コロナウイルス発生を受けて緊急実施した、空調面での船内隔
離の対応を説明した。

 さらに、今後のクルーズ再開に向けた客船の感染症対策のあり
方について、日本クルーズ＆フェリー学会の提言を紹介した。


